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近畿学校保健学会事務局 

〒570-8555 大阪府守口市藤田町6-21-57 

大阪国際大学 後和研究室 

TEL：06-6902-0791 FAX：06-6902-8894 

Mail：kinkigakkohokengakkai@gmail.com 

振込口座 00940-5-181826 

 

近畿学校保健学会通信 

No.162 
 

 

年会費の納入と会員勧誘についてのお願い 

本学会は会員の皆様の年会費を主な財源として運営しております。2022年度の会費（3,000円）を

まだ納めておられない方は，早急にお振込みくださいますようお願いいたします。 

また，会員の皆様におかれましては，周囲の方々に本学会への入会をお勧めください。 

右記のQRコード，学会ホームページから登録が可能です。よろしくお願いいたします。 

連絡用メールアドレスの登録のお願い 

本学会では今後，会員の皆さまへの諸連絡も迅速に行いたく，皆さまのメールアドレスの登録をお

願いしています。また，学会ホームページを活用して年次学会の各種申込書だけでなく，学会通信等

のダウンロードも検討しています。メールアドレスの登録はお名前，所属機関名，所属地区名 

を kinki.sch.hlth@gmail.com までお送りいただくか，右記のQRコードから登録ください。 

よろしくお願いいたします。 
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ご 挨 拶 

 

第 69 回近畿学校保健学会 

学会長 高野知行 

（びわこ学園医療福祉センター野洲） 

 

第 69 回近畿学校保健学会をびわこ学園医療福祉センター野洲において開催させていただくにあた

り，皆様に歓迎と感謝のご挨拶を申し上げます。 

重症心身障害児という用語が正式に使われるようになったのは，1958 年に開催された全国社会福

祉大会が始まりです。この大会で，全国社会福祉協議会の中に「重症心身障害児対策委員会」の設置

が決議され，重症心身障害児の呼称が決定されました。その後，重度の知的障害と肢体不自由を併せ

持つ人たちの施設として，1961年には全国で初の重症心身障害児施設「島田療育園」が東京に，1963

年には第 2 の重症児施設として「びわこ学園」が大津市に開設されました。1966 年の次官通達の中

で重症心身障害児（者）という用語が初めて使われ，「身体的・精神的障害が重複し，かつ，それぞれ

の障害が重度である児童および満 18歳以上の者」が施設入所の対象とされました。このように，「重

症心身障害」という用語は医学的診断名ではありませんが，重度の肢体不自由と重度の知的障害を共

有する病態像として広く用いられています。 

重症心身障害を有する児童・生徒には多くの疾患原因が見られ，その重症度や合併症も様々です。

このため，適切な教育を行うに際しては，医学的な基礎知識のみならず，個々の児童・生徒の病態を

踏まえた上での指導・支援が求められます。一方，近年の福祉や人権意識の発展を背景に，これまで

家庭で訪問教育を受けていた子どもたちへの学校教育環境が整いはじめ，特別支援学校に通う重度の

障害を持つ生徒数にも増加傾向が見られています。このような，学校保健に関わる教育環境の変化を

踏まえ，今第 69 回大会においては学会テーマを「重症心身障害への理解：医療・福祉・教育を考え

る」といたしました。 

重症心身障害の医療・福祉の黎明期をになった滋賀県の地で，第 69 回近畿学校保健学会を開催さ

せていただくにあたり，ご協力をいただきました滋賀県教育委員会，大津市教育委員会，滋賀県医師

会，滋賀県歯科医師会，滋賀県薬剤師会，滋賀医科大学小児科学教室同門会（童心会），ならびに本学

会の運営にご尽力いただきました社会福祉法人びわこ学園のスタッフの皆様方に厚く御礼申し上げ

ます。 
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第 69回近畿学校保健学会開催要項 

 

【テ ー マ】 「重症心身障害への理解：医療・福祉・教育を考える」 

【日  時】  2022年 6月 18日（土）9：00～15：10  

【開催方法】  オンライン開催（びわこ学園医療福祉センター野洲よりライブ配信） 

【参 加 者】  6月 9日（木）までに学会HPのフォームより事前に参加申込みを完了され，参加

費を入金された方 

 

時刻（予定） 開催内容（敬称略） 会場 

9：00～ 入室開始  

9：30～ オリエンテーション  

9：40～ 9：45 開会式 メイン会場 

9：45～10：45 一般演題発表（発表 10分，討議 3分） 

＜教育・医療＞ A-1～A-4  

＜生理・スポーツ＞  B-1～B-4   

＜新型コロナウイルス＞ C-1～C-3    

 

A会場 

B会場 

C会場 

10：45～11：30 会長講演 

「発達期の脳障害と重症心身障害」 

座長：大平 雅子（滋賀大学教育学部） 

講師：高野 知行（びわこ学園医療福祉センター野洲） 

メイン会場 

11：30～12：30 休憩  

12：30～13：00 評議員会・総会 メイン会場 

13：00～14：00 基調講演 

「重症心身障害児者の支援～びわこ学園の実践から～」 

座長：丸尾 良浩（滋賀医科大学小児科） 

講師：山崎 正策（社会福祉法人びわこ学園） 

メイン会場 

14：00～15：00 特別講演 

「子どもの権利を医療と福祉・教育を結び考える 

～コロナ禍での子どもたち～」 

座長：高野 知行 

講師：武内 一（佛教大学社会福祉学部） 

メイン会場 

15：00～15：10 表彰式・閉会式 メイン会場 
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一般演題発表プログラム 

 

A会場 

＜教育・医療＞ 9：45～10：45 座長 大川尚子（京都女子大学） 

A-1 知的障害のある生徒のセクシュアリティに関する現状と学校教育の課題 

－保健室における個別指導での高等部生徒の語りの分析より－ 

◯鶴岡尚子 

和歌山大学教育学部附属特別支援学校 

 

A-2 外部講師による性教育を学校カリキュラムと関連付けるための方策 

◯森本雅子，十川真由美，西岡伸紀 

兵庫教育大学大学院学校教育研究科 

 

A-3 看護臨床実習終了後の、学生のメタ認知的活動について 

◯毛利春美 1)，大西宏昭 2)，久保加代子 2)，竹原章雄 2)，森島研次 2) 

1) 畿央大学教育学部現代教育学科，2) 関西女子短期大学養護保健学科 

 

A-4 滋賀県における医療的ケア児を取り巻く教育場面での医療支援体制の実態に関するアンケート

調査 

◯永江彰子，藤田泰之，口分田政夫 

びわこ学園医療福祉センター草津 

 

 

B会場 

＜生理・スポーツ＞ 9：45～10：45 座長 笠次良爾（奈良教育大学） 

B-1 大学生を対象にした深呼吸による思考および気分の変化についての検討 

◯竹端佑介，後和美朝 

大阪国際大学 

 

B-2 中学校運動部員の傷害防止に関わる意識，取組，及び運動器検診結果 

◯山本千津子 1)，安川裕美 2)，西岡伸紀 3) 

1) 西宮市立鳴尾南中学校，2) 西宮市立高須中学校，3) 兵庫教育大学大学院学校教育研究科 

 

B-3 高校生のスポーツ外傷・障害予防のための保健医療関係者との連携 

◯十川真由美，森本雅子，西岡伸紀 

兵庫教育大学大学院学校教育研究科  

 

B-4 高校生を対象としたスポーツ外傷・障害予防教育の評価 

－知識・態度・行動の観点から－ 

◯山本順子 1)，西岡伸紀 2) 

1) 兵庫教育大学大学院連合学校教育学研究科，2) 兵庫教育大学大学院学校教育研究科 
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C会場 

＜新型コロナウイルス＞ 9：45～10：30 座長 龍田直子（大津市健康保険部保健所） 

C-1 新型コロナウイルス感染症における養護教諭の現状について 

◯地海和美 

栗東市立大宝東小学校 

 

C-2 コロナ禍における不登校児支援に関する予備的考察 

－養護教諭のヒアリング調査を手がかりに－ 

◯八木利津子 

桃山学院教育大学 

 

C-3 コロナ禍における非接触型レクリエーションの心理的効果 

－大学対面授業での試み－ 

◯高山昌子，竹端佑介，後和美朝 

大阪国際大学 
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第 69回近畿学校保健学会参加マニュアル 

 

◆参加に当たって 

 ①事前にご自身がお持ちの端末に対応した Zoomのアプリをインストールし，最新版バージョンに

アップデートしておいてください。 

  ②Zoom の使い方については，Zoom ホームページや「聴講者向け Zoom マニュアル」等を参考に

確認してください。 

 ③Zoom入室後の進め方については，参加申込者に「招待URL」をメールで送る時に資料を添付し

ます。 

 ④本学会における講演・発表時の録画・録音・スクリーンショット等の記録は禁止とします。但し，

オンライン学会におけるトラブル対応を考慮し，大会事務局で録画しますので予めご了承ください。 

◆一般演題発表者リハーサル 

 ①一般演題発表者を対象にアプリの接続等に関するリハーサルを 6月 11日（土）10：00～12：00

に行います。 

 ②一般演題発表者にはリハーサルの内容とリハーサル用 URL を後日メールで送りますので，極力

ご参加ください。 

 ③リハーサルが不要な方は事務局に連絡をお願いします。 

◆当日の参加方法 

 ①参加申込者には 6月 13日（月）に講演集を発送する予定です。また同時に Zoomの「招待URL」

をメールで送る予定です。 

 ②当日はメール配信された「招待URL」をタップするか，ミーテング IDとミーテングパスワード

を入力するかで参加ください。 

  ID・パスワードはいかなる場合も他者に教えたり共有したりしないでください。 

 ③参加後はカメラとマイクが「オフ（ミュート）」になっているかを確認してください。「オン」に

なっている場合は「オフ」にしておいてください。（発表者・座長・演者は該当時間にはカメラ・

マイクを「オン」にしてください。） 

 ④参加者の Zoom表示名は【琵琶湖太郎（琵琶湖大学）】のように「氏名」と「所属」情報を入力し

てください。（別紙「氏名の変更について」参照）なお，一般演題発表者や座長は【〔発表者〕琵

琶湖花子（琵琶湖大学）】のように氏名の前に〔発表者〕〔座長〕を入力し表示名を変更してくだ

さい。表示名は入室後も変更可能です。 

 ⑤当日は 9時から入室可能です。各自で接続や Zoom設定の確認をお願いします。 

  （9時 30分から「オリエンテーション」を始めます。9時 40分から「開会式」となります。） 

  ⑥各会場の入退出は自由です。（別紙「会場への入り方について」参照） 

◆意見や質問の仕方 

 ①演者・座長への質問や一般演題発表の討議には「チャット」を使用します。意見や質問がある場合

には「チャット」に『Q』を入力後，質問内容を簡潔に書き，座長からの指名をお待ちください。 

 ②指名された場合マイクを「オン」にして発言し，終わったら「オフ」に戻してください。 

◆当日の学会開催中の連絡先 

 ①学会開催中の進捗状況の情報は近畿学校保健学会HPのTwitterより提供します。 

 ②第 69回近畿学校保健学会事務局 e-mail：kinki.sha.69th@gmail.com 

電 話：びわこ学園医療福祉センター野洲（077-587-1144） 

当日専用携帯（090-8236-7291） 
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2022年度近畿学校保健学会評議員会・総会 議題 

 

議 題： 1．2021年度事業報告 

2．2021年度決算報告及び会計監査報告 

3．2022年度予算案（事業計画） 

4．名誉会員の承認 

5．次期学会開催地及び会長 

6．近畿学校保健学会役員選出規程の改正 

議決方法：電子投票 

投票期日：2022年6月11日（土）23時59分まで 

                                            

 

2021 年度 

第 3 回近畿学校保健学会幹事会議事録 

日時：2022年1月22日（土）16：00～17：30 

場所：Web によるオンライン開催 

出席者：【幹事長】後和 

【常任幹事】大川，西岡，宮井 

【幹事】（滋賀）大平，高野 

（京都） 

（大阪）楠本，古角，白石，吉岡 

（兵庫）川畑，鬼頭，中村，森脇 

（奈良）笠次，高田 

（和歌山）内海，森岡 

（計 17 名） 

委任状：（計 2 名） 

 

議事に先立ち，令和 3 年 11 月 13 日にご逝去

されました名誉会員である武田眞太郎先生（享

年 90 歳）を悼み，出席者全員で黙祷を捧げた。 

 

議 事： 

1．第 69回近畿学校保健学会の開催について 

・第 69回近年学校保健学会開催について 

年次学会長の高野幹事より，第 69回近年学校

保健学会は新型コロナウイルス感染症拡大によ

る収束の見込みがないことから，オンライン開

催とすることの提案があった。また，資料をもと

に，学会テーマおよび，プログラムの内容の説明

があり，承認された。 

年次学会長の高野幹事より，第 69回近年学校

保健学会の一般演題および事前参加申込方法

（ｗeb 形式）の説明があった。なお，申込につ

いては年次学会ホームページにて掲載される他

に，年次学会開催地であるびわこ学園のホーム

ページからも申込ができることの補足説明があ

った。 

・評議員会・総会について 

後和幹事長より，第 69 回近畿学校保健学会は

オンライン開催となるため，評議員会および総会

運営は電磁的方法で実施し，web（Google フォー

ム）による議決をとり，総会時に公表するとの説

明があり，承認された。 

・その他 

幹事より，抄録および当日の発表おいて，一般

演題発表者における所属記載の仕方について質

問があり，確認がなされた。 

 

2．学会通信 161号について 

後和幹事長より，資料をもとに 161 号の概要

について説明がなされた。その際，「2021年度第 

1 回選挙管理委員会議事録」において， 

「開票および当選通知の送付 日時：2 月 23 

日（水・祝日） 場所：京都女子大学 大阪オフィ

ス」として記載していたが，2月 23日が祝日で

あることから，2月 26日（土）に変更する旨が

報告された。 

その他，学会通信 161 号について幹事より記

載ミスの指摘があり，修正がなされた。 
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3．研修セミナーについて 

 西岡常任幹事より，2021 年 9 月 23 日に実施

された研修セミナーについて，資料をもとに研

修内容およびアンケート調査結果の報告がなさ

れた。 

 後和幹事長より，2021年度の研修セミナーは

2回実施する予定であったが，新型コロナウイル

ス感染症拡大により，参加できない方も出てく

る可能性があるため，8月頃に延期する提案がな

され，承認された。 

 

4．役員選挙について 

宮井選挙管理委員長より「2022～2024 年度

近畿学校保健学会評議員及び幹事選挙投票」に

ついて，資料をもとに投票期間，投票方法の説明

がなされ，承認された。 

 また，宮井選挙管理委員長より，「近畿学校保

健学会役員選出規程」における第 5 条 1 項の文

言の一部改正の案（「－もしくは電磁的記録式」）

がなされ，議論がなされた。この件について，当

初提案された案からより明確となる文言改正

（「－もしくは電子投票」）」にて承認された。 

 「近畿学校保健学会役員選出規程」の一部文言

の改正においては，第 69 回近畿学校保健学会 

評議員会・総会にて諮ることとなった。 

 

5．その他 

 特になし 

 

                                            

関連学会開催日程 

◇日本学校保健学会（第 68回学術大会） Web開催 

会長：森岡 郁晴（和歌山県立医科大学） 期日：2022 年 11 月 4 日（金）～6 日（日） 

◇日本養護教諭教育学会（第 30回学術大会）  

会長：山崎 隆恵（北海道教育大学札幌分校） 期日：2022 年 12 月 3 日（土）・4 日（日） 

会場：札幌市教育文化会館（札幌市中央区北 1 条西 13 丁目） 

◇日本養護実践学会（第 5回学術集会） オンライン開催 

会長：村松 常司（愛知教育大学名誉教授） 期日：2022 年 7 月 9 日（土） 

※詳細については各学会ホームページでご確認ください。 

編集後記 

近畿学校保健学会や日本学校保健学会学術大会がオンライン開催になり，直接の参加や意見交

換，懇親会ができないのは残念ですが，参加や発表がある意味容易になったと思います。ただ，新

型コロナ前，オンラインのこのような拡大は，想像さえしていませんでした。 

学校での ICT 活用にも驚かされます。安全教育に関わってきたある小学校では，6 年生の「中

学校への通学路における危険予測」の学習にGoogle Earthを用い，各所の危険予測を車，自転車，

人の移動の動画を交えて行っていました。また，各児が専用アプリを使い，自分たちの通学行動や

通行車両の動画を確認し，意見を交換していました。学習内容と日常生活が強く関連付けられ，学

習効果が期待できました。 

学会においてもオンラインに関わる課題や有用性について講演，発表がなされるものと思います。

奮ってご参加ください。 

（常任幹事 西岡伸紀） 


